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自費にて接種した場合は、医療機関
によって費用が変わりますが３がん
回接種で50,000円から90,000円か

かることがあります。

ここ大事！ 大腸がん啓発月間 －大腸がん死亡者数 女性は１位 男性2位（2021年）－

大腸の役割は、水分を吸収し便を作ることです。小腸に続いて、右下腹部から始まり時計回りに
お腹の中をぐるりと大きく回って肛門につながります。長さは1.5～2ｍほどです。大腸には栄養素
の消化吸収作用は殆どありません。小腸で消化吸収された食物の残りは、大腸で水分が吸い取られ、
肛門に至るまでにだんだんと固形の便になっていきます。大腸での水分の吸収が不十分だと軟便に
なったり、下痢をおこしたりします。

大腸の構造

大腸がんは、大腸（結腸・直腸）に発生するがんで、線腫という良性ポリープががん化して発生
するものと、正常な粘膜から直接発生するものがあります。
結腸：盲腸、上行結腸、横行結腸、下行結腸、S状結腸
直腸：直腸S上部、上部直腸、下部直腸
早期の段階では自覚症状は殆どなく、進行すると症状が出ることが多くなります。代表的な症状とし

て、便に血がまじる（血便や下血）、便の表面に血液が付着することがあります。がんが進行すると、
慢性的に出血することによる貧血の症状（めまいなど）が現れたり、腸が狭くなることによる便秘や下
痢、便が細くなる、便が残る感じがする、お腹がはるなどの症状が起こったりすることがあります。更
に進行すると腸閉塞となり、便がでなくなり、腹痛や嘔吐などの症状が起こります。体重が減ることも
あります。

40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

受診者数 4,216 4,952 12,171 16,136

要精密者数 242 299 935 1,657

大腸がん数 0 7 20 49
早期大腸がん数（再掲） 0 4 9 27

■県内20市町で実施された大腸がん検診結果（令和2年度）
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〔図Ⅰ〕年齢別の受診者分布：大腸がん検診の受診者数を年齢階級別にし
た表です。70歳以上が43％と一番多く、次いで60歳代、50歳代、
40歳代となっています。

〔図Ⅱ〕要精検率：検診で精密検査が必要という結果が出た割合です。
最も高かったのは、70歳以上の10.3%、60歳代7.7％、他の年代
はほぼ同じ割合となっています。

〔図Ⅲ〕がん発見率：受診者のうち、『大腸がん』が発見された人の割合
です。最も高かったのは、70歳以上の0.17%、次いで50歳代の
0.08%、60歳代の0.07％となっています。

また、「大腸がん発見」の中で「早期大腸がん」とされた割合は、全体の
52.6％でした。その中で最も割合の高い年代は50歳代の57.1％でした。

〔図Ⅰ〕年齢別の受診者分布 〔図Ⅱ〕要精検率 〔図Ⅲ〕がん発見率 大腸がん検診受診者数は、決して多
くありません。
「大腸がん」は、早期発見であれば
殆どの人が治癒するがんです。

大腸がんの早期の段階では自覚症状は
殆どありません。検診を定期的に受診
し、精密検査対象となった場合は、速
やかに精密医療機関を受診し、早期発
見・早期治療に繋げましょう。

出典：厚生労働省：地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)都道府県表より

《さがんだより新聞の問合せ先》
佐賀県 健康福祉政策課 がん撲滅特別対策室 担当 本田
TEL：0952－25－7491 FAX：0952－25－7206
E-ｍail：kenkoufukushiseisaku@pref.saga.lg.jp

子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）って？

子宮頸がん予防ワクチンは、多くの先進国で公的接種の対象となっており、日本でも小学６年生～高校１年生相当の女性であれば、公費で接種できます。海外で
も、多くの先進国で接種されており、世界保健機関（WHO）が接種を推奨しています。現在日本では３種類の子宮頸がん予防ワクチンが使用されており、いず
れも子宮頸がんの50～70％の原因となるHPV16型、18型の感染を防ぐことができます。

🌸子宮頸がんは、その殆どがヒトパピローマウイルス（HPV）の感染が原因で起こりますが、HPVの感染を防ぐ「HPVワクチン」の接種に
より、発症のリスクを低くすることができます。

ワクチンの種類 感染予防できるHPVのタイプ 特 徴 推進接種回数

２価ワクチン
サーバリックス HPV16・18型 子宮頸がんの主要な原因である２つのHPVの型に対応 ３回（０，１，６か月）

４価ワクチン
ガーダシル HPV16・18・6・11型 尖圭コンジローマの原因ウイルスにも対応 ３回（０，２，６か月）

９価ワクチン

シルガード９
HPV16・18・6・11・31・33・45・52・58型 子宮頸がんの原因となる殆どのHPVの型に対応 ３回（０，２，６か月）

15歳になるまでに1回目の接種を行った方は、合計2回の接種で完了

🌸HPVワクチンのキャッチアップ接種（HPVワクチンの接種を逃した方のための接種）は、令和7年（2025）3月まで公費で接種できます。
まだ接種を受けていない方は、次の２つを満たす場合、あらためて接種の機会が提供される対象となります。

・平成9年度生まれ～平成19年度生まれ（誕生日が1997年4月2日～2008年4月1日）の女性
・HPVワクチンの接種を完了していない
※自費にて接種した場合は、３回接種で40,000円～100,000円かかります。接種は合計3回で、完了するまでに約6か月間かかるため、お早めの接種をご検討ください。

具体的な接種方法は、住民票のある市町（予防接種担当課）へお問合せください。また、極めてまれですが、予防接種を受けた方に重い健康被害が生じる場合があります。HPVワクチンに

限らず、予防接種によって、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障が出るような障害が残るなどの健康被害が生じた場合は、申請し認定されると、法律に基づく救済（医療費・障
害年金等の給付）が受けられます。

ここ重要！ HPV

ご紹介
佐賀大学医学部附属病院 （メディカルサポートセンター内）

がん相談支援センター がんサロンを訪問しました！

がんサロン『あおぞら』を開設中‼

対象者：がん患者さんとそのご家族
日 時：第１・３月曜日

11：00～14：00
場 所：多目的室（１F）
情報収集をしたり、患者さん同士で集まって話しませんか。
参加費：無料 ※詳しくは裏面のチラシをご覧ください。
お問合せ先：佐賀大学医学部附属病院がん相談支援センター

TEL：0952-34-3113

がん講演会

3/10（日）AYA世代がん講演会

佐賀県のAYA世代（15～39歳）のがんについて一緒に学びませんか。

●講演時間：13:00～15:30

●場所：佐賀メディカルセンタービル４F 城内記念ホール
●定員：50名（受付順）
●申込期日： 3月７日（木）まで ☎0120‐246‐388
※詳しくは裏面のチラシをご覧 ください。

ご案内

AYA世代以外の

方のご参加

大歓迎！



佐賀大学医学部附属病院


